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避難の情報
Ⅱ　風水害

避難行動判定フロー
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必ず取り組みましょう

●危険な場所とは、家屋の床面の高さよりも深い浸水想定（予想）区域に指定されている場所や土砂災害警戒
　区域等に指定されている場所などです。
●警戒レベル４「全員避難」は、高齢者などに限らず全員が危険な場所から避難するタイミングです。

台風・豪雨時に備えてハザードマップと一緒に、自宅の災害リスクととるべき行動を確認しましょう。

※ハザードマップは浸水や土砂災害が発生するおそれの高い区域
を着色した地図です。着色されていないところでも災害が起こ
る可能性があります。

●警戒レベル５が出てもまだ避難できていない場合は、自宅の少しでも安全な部屋に移動したり、すぐ近
　くに安全な建物があればそこに移動するなど、命を守るために最善の行動をとってください。
●警戒レベル５災害発生情報は、災害発生を把握できた場合に、可能な範囲で出される情報であり、必ず
　出される情報ではありません。

●警戒レベル４避難勧告は立ち退き避難に必要な時間や日没時間等を考慮して発令されるもので、この
　タイミングで危険な場所から避難する必要があります。
●警戒レベル４避難指示（緊急）は、必ず発令されるものではなく、地域の状況に応じて緊急的に又は重
　ねて避難を促す場合などに発令されることがあるものです。

警戒レベルは、水害
や土砂災害に備えて
住民がとるべき行動
をお知らせするために
５段階にレベル分けし
たもので、市 (※) が
避難情報と合わせて
出す情報です。

※レベル２以下は気象
　庁が発表

本書 P２８～ P５１のハザードマップ（※）
で自分の家の場所を確認しましょう。

早期注意情報 大雨注意報等 避難準備・高齢者
等避難開始

避難勧告、
避難指示（緊急）

ご自身または一緒に避難する方は避難に時間が
かかりますか？

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親戚や
知人はいますか？

避難準備・高齢者等
避難開始が出たら、安
全な親戚や知人宅に避
難しましょう（日頃から
相談しておきましょう）。

避難準備・高齢者等
避難開始が出たら、市
が指定する避難所に避
難しましょう。

避難勧告または避難指
示（緊急）が出たら、安
全な親戚や知人宅に避
難しましょう（日頃から
相談しておきましょう）。

避難勧告または避難指
示（緊急）が出たら、市
が指定する避難所に避
難しましょう。

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親戚や
知人はいますか？

色が塗られていなくても、周りと比べて低い土地
や崖のそばなどにお住まいの方は、必要に応じて
避難も検討してください。

①想定されている浸水深よりも高い位置にいる場合
ただし、洪水により家屋が倒壊・崩落してしまうおそれの
高い区域（家屋倒壊等氾濫想定区域等）に指定されている
場合は、浸水深に関わらず屋内安全確保は危険と言われて
います。
②土砂災害警戒区域に指定されているが、十分堅牢なマン
ション等の上層階に住んでいる場合
③台風等のピーク（最も風雨が強い時間帯）等になった場合
0.5m程度の浸水でも移動時（徒歩、車ともに）に流され
る危険があります。また土砂災害も移動中に被災した場合
は、屋内にいるよりも命の危険性が非常に高まります。
立退き避難をする場合は、早めの避難を心がけましょう。

家がある場所に色が塗られていますか？

屋内安全確
保を行いま
しょう。

避難方法は立退き避難が適当ですか？
立退き避難が適当か、屋内安全確保
が適当か、右の例を参考にあらかじ
め検討しておきましょう。

避難とは難を避けること、つまり安全を確保することです。
安全な場所にいる人は、避難する必要はありません。

警戒レベル５はすでに災害が発生している状況です。

豪雨時の立退き避難は危険を伴います。車での移動も控えましょう。

警戒レベル４には避難勧告や避難指示（緊急）がありますが、
いずれにしても警戒レベル４で避難しましょう。

あなたがとるべき避難行動は？

例えばこんなとき…
●軽微な浸水・浸食等を発見した場合
●近隣の地区で床下浸水や道路冠水が発生した場合
●土砂災害の前兆現象（湧き水・地下水の濁り、渓流の水量の変化等）を発見した場合

身の危険を感じるなど、その場所に留まることが危険と自ら判断した
場合は、警戒レベルに関わらず自主的に避難を開始してください。

危険な場所から警戒レベル３で〈高齢者などは避難〉、
警戒レベル４で〈全員避難〉です。
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《屋内安全確保が適当な例》

１階の場合 ： 0.5ｍ以上の浸水深の場合は危険
（1階の床面高さが低い場合は、0.5m未満でも要注意）
２階の場合 ： 3.0ｍ以上の浸水深の場合は危険

危険な浸水深の目安参考


